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Abstract
Background：In December 2024, a Japanese cosmetic surgeon was criticized for posting pictures of 
cadavers to her blog as unethical practice. The pictures were taken at her clinical anatomy training held 
overseas.
Purpose：To summarize profanatory behaviors of anatomical trainees in anatomy labs.
Method：Narrative non-systematic review on profanatory behaviors of anatomical trainees.
Results：Medical students rarely behave such manners that undermine the dignity of the dead who 
donated their body for cadaver dissection to serve anatomical education. Those immodest behaviors like 
dirty jokes with cadavers or application of either the parts or the whole of the corpse to irreverent conducts 
are referred to as cadaver antics. The perpetrator’s purpose of cadaver antics includes coping behaviors 
against anatomy lab associated stress or solidification of team bonding with fellows at medical schools. 
Cadaver dissection had been regarded as one of the rites of passage with medical students until recently, and 
expressing macho joke-about-death performance had been deemed to show their fearlessness to corpses.
Discussion and conclusion：In Japan, both academic literature and discourse on the internet infrequently 
describe profanatory behaviors of anatomical trainees, and those misdemeanors are occasionally explained 
as merely inconceivable, unrealistic urban legends which do not dovetail with our literature review in this 
article. Extraordinary experience with dissection might evoke temporary mood elevation which could 
inspire those kinds of profanatory behaviors. And overwhelming stress with cadaver dissection could 
possibly bring on brief reactive psychosis to medical students once in a great while which would come to 
thoughtless acts. Also, formalin used to treat cadavers might have psychotoxic property which cause a 
couple of transient psychiatric symptoms. Because profanatory behaviors of anatomical trainees seldom 
come to the fore, it is hard to perform field surveys as well as precautions of profanities in anatomy labs 
which indicates the need for alternative methods to cadaver dissection to teach gross anatomy.
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1．はじめに

2024年12月，我が国のベテランの美容外科医
が自身の参加した海外で実施された臨床解剖研修
について，解剖研修室内を背景に研修に参加して
いる他の複数の医師とともに，自身が笑顔でピー
スをしている写真などを含む複数の写真をコメン
トとともに自身のブログやインスタグラムにアッ
プロードしてインターネットで公開していること
が，非倫理的であるとして問題となった1）．公開
された写真の中には，解剖中の献体の頭部の画像
もあり，そのほとんどにモザイクがかけられてい
たものの，一部はモザイクが外れていた2）．この
問題に対し，同年12月末に日本美容外科学会

（Japan Society of Aesthetic Plastic Surgery：
JSAPS）3），日本美容外科学会（Japan Society of 
Aesthetic Surgery：JSAS）4） が，2025年1月 中
旬に日本形成外科学会5）がそれぞれ声明を発出
し，また，2024年12月末には日本解剖学会が
2013年8月に発出された日本解剖学会・日本病理
学会・日本法医学会の3学会理事長合同の提言6）

を再度ホームページに掲載して注意を促している
（なお，日本美容外科学会という和文名称の学会
は2つ存在するが，それぞれの英文名称が異なる
ので，和文名称は同じではあるが別団体である）．

その後，日本解剖学会・篤志解剖全国連合会が
この問題の再発防止のための声明文7）を2025年2
月2日に全国医学部長病院長会議事務局，歯科大
学歯学部長会議，文部科学省医学教育課医学教育
係，厚生労働省医政局医事課，日本外科学会
CST推進委員会，ならびに篤志解剖全国連合会
団体部会・大学部会に送付し，さらに2025年3月，
篤志解剖全国連合会会長・日本篤志献体協会理事
長・日本解剖学会理事長連名で「献体解剖倫理指
針」8）を発出した．

この美容外科医の行動は，非倫理的で臨床解剖
研修に用いられた献体の尊厳を損ねるものである
と厳しく指摘されても仕方ないであろう．しかし，
医学生の解剖実習では，しばしば献体・遺体に対

するより深刻で不敬な言動が行われることが知ら
れており，「死体に対する悪ふざけ」（cadaver 
antics）として知られている9）．従って，こうした
問題を予防・再発防止するためには，解剖研修・
解剖実習の持つ非日常性とそれのもたらす異常心
理・問題行動の成り立ちを考慮する必要がある．
そこで本稿では，この問題を考える補助線の一つ
として，以下に「死体に対する悪ふざけ」等，解
剖研修・解剖実習の際に生じる献体・遺体に対す
る不敬行為を文献的に考察するものとする．

なお，本論の契機となった事案は医師による臨
床解剖研修における不敬行為であるが，医学領域
の学術文献の検索によって得られる情報のほとん
どは系統解剖実習における不敬行為であり，その
多くは医学生によるものではあるが，文献の元と
なる調査の対象者に解剖スタッフ（研究者，技術
スタッフ等）や医療専門職教育プログラムの修了
者を含んでいるものもある10）．医師による臨床解
剖研修はその機会自体が稀で，今回の海外で実施
された美容外科医解剖セミナーに係る事案は，日
本で医学生等の教育のための系統解剖実習に供さ
れる献体・遺体の需要がほぼ充足し，教育以外に
も献体・遺体を用いた研究や卒後研修の途が拓か
れはじめた時機に発覚した不祥事であり11），国内
外での実施様態・歴史的背景も医学生等の系統解
剖実習とは異なるため，今後さらに掘り下げた情
報検索と分析を必要とする．本論では，学術文献
検索により得られた医学生を中心とした系統解剖
実習に関する情報と，今回の医師による臨床解剖
研修における不敬行為に対する報道・関連学会の
見解等の公表情報に基づき，前者を後者の事案の
発生要因の一つと類推して考察する．

2．献体・遺体に対する不敬

「死体に対する悪ふざけ」は「死体話」（cadaver 
stories）とも呼ばれ，医学生が解剖実習中やそれ
以外の時間に，献体・遺体の全体や一部を下品な
ジョークの材料として用いて（その際に，それら
を道具として使ったり，それらに言及したりす
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る），献体・遺体に対して不敬な言動をすること
を指し（その具体例，類型については，ここでは
詳述しない），決して稀ではない10, 12）．多くの場
合，実習する医学生同士の仲間内での会話・行為
として行われるが，一般人が悪ふざけの被害者と
なることもある．このような不敬な言動は，死体
解剖による心理的ストレス（anatomy lab associ-
ated stress）への対処行動であったり，実習仲間
の結束（team bonding）のために行われたりす
る10）．

献体に対する不敬には，この他，学生や大学ス
タッフによる献体の写真の不適切使用・配布13）

（今回の美容外科医解剖セミナー事件はこれに包
含されるかもしれない），解剖実習の指導者の献
体に対する敬意を欠く姿勢14, 15）などの報告があ
る．なお，解剖実習で献体に名前を付けること

（cadaver naming）に対しては，それが故人の尊厳
を侵すとする考えがある一方，実習生の心理的ス
トレスの低減（ストレス対処行動）や故人の尊厳
を高めることにつながるとする考えがある16）．ま
た，解剖学を含め，医学知識の記憶術として，医
学生等が下品なジョークを用いること（dirty 
mnemonics）17）も多いが，これにも賛否両論あ
る10）．
「死体に対する悪ふざけ」は，近年まで医師に

なるための通過儀礼の一つと考えられていた．す
なわち，医師たる者，人間の死を恐れず，笑い飛
ばせるくらい精神的に強くなければならない

（macho joke-about-death performance）とされて
いたのである．しかし今日では，さまざまな労働
環境や背景を持つ医師が存在し，以前なら医師同
士の内輪話のジョークとして済まされていたもの
が笑い話では済まされなくなり，こうしたあから
さまな蛮勇は廃れていったとされている9）．

3．考察

冒頭で述べたように，系統解剖実習に関連した
不敬行為についての文献は，いずれも医学生を中
心とした調査研究ではあるが，系統解剖実習に関

わる様々な職種や解剖実習経験者を調査対象に含
んでおり，また，医学生以外の調査対象者の医師
資格の有無は明示されてはいない．本稿は，医師
による臨床解剖研修の問題事案を分析するには限
界があるが，得られた情報の範囲で，こうした不
敬行為の発生要因，防止策について考察する．

医学生が系統解剖実習中に，時に献体・遺体に
対し，不敬な言動をすることがあることは，国際
誌に発表された医学文献ではさまざまな分析がさ
れている．しかし和文の医学文献ではこうした課
題についての考察が検索した限りでは見出され
ず，我が国のインターネット上の言説では，これ
を信憑性の非常に低い都市伝説であるとする18）

ことが多く，それが実際に医学部の卒前教育の中
で実行されていることを明らかにした証言は，著
名な医師の執筆した記事が僅かに1つあるのみで
あった19）．医師が自らの学生時代の解剖実習中に
同級生がこうした行動をしたのを見たと証言する
ことは，他学部に比べ人数の少ない医学部では，
当該行為を行った人物の同定につながり，その人
物が医学生時代の行動に関し厳しく糾弾されるこ
とになりかねないため，多くの場合，医師が医学
生の不敬行為に関し，自らの見聞きした事実関係
を述べることは躊躇するであろう．

そこで，文献検索によって得られた英文論文で
扱われている事項が，解剖実習にまつわる噂話・
伝聞に過ぎないのか，それとも実際に行われてい
ることなのか，会話だけなのか，それとも実際に
不敬行為を伴うものなのかを意識しながら各論
文9, 10, 12）を読解したが，各論文の記載からは，現
実にこうした不敬な言動は，解剖実習では少なか
らず見られる現象だと考えられる．

これは科学者として，生命現象に対する人体・
要素還元主義的な理解を必要とする近現代医学の
眼差し20）を修得する上で，一時的にせよ，遺体
をモノとして扱うことになるため，ある程度起き
得る状況である．しかし，献体・遺体に対する不
敬な態度・言動は到底，医の倫理からは容認でき
ることではない．非倫理的な行為であることが，
一般常識を持つ人であれば誰にでも容易に分かる
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ほどのことを，医学生にせよ，医師にせよ，しば
しば犯してしまう可能性があることを前提にこう
した献体・遺体に対する不敬な態度・言動の発生
予防策を考えなければならない．

系統解剖実習は，出産への立会い21），患者の診
取り（死亡確認）への初めての立ち合い22）などと
並び，医師になるための通過儀礼となっている

（医師の通過儀礼には，この他，白衣授与式23），
過酷な卒後教育24），医学生が病気を学んだときに
自身がその病気に罹患しているのではないかと気
に病む病気不安症である「医学生炎」（medicalstu-
dentitis）25）などがある）．ただし，医師になるた
めの通過儀礼というものが必要かどうかについ
て，あるいはこれらが通過儀礼なのかどうかにも，
たとえば白衣授与式などでは異論はある．特に系
統解剖実習は通過儀礼にしてはあまりにも精神的
に過酷で，心的外傷後ストレス症（posttraumatic 
stress disorder：PTSD）様の症状を生じる者が
少なくない（1990年の古い文献だが，DSM-Ⅲの
PTSDの症状として挙げられている項目のいずれ
かを呈する医学生が解剖実習を受けた者の5％強

（回答者175名中10名）ほど存在したという報
告26）がある）ので，人体解剖の教育のための系統
解剖実習の代替となる手段を開発するべきかもし
れない27）．一方で，作業療法科の学生に対する系
統解剖実習がPTSD症状をむしろ減らし，学業
に影響を与えなかったという報告もある28）．

系統解剖実習は通過儀礼とされているように，
解剖実習という非日常的な体験を通じて医師とい
う特殊な職業に従事するメンタリティーを涵養す
る．その際にこの非日常的体験に対する一過性の
気分の昂揚29）や，場合によっては短期反応精神
症（DSM-5-TRではF23とコーディングされる）

（すなわち，短期精神症，明らかなストレス因が
ある）が当事者たる解剖実習生（医学生，あるい
は医師）に生じる可能性はあるのではないか．あ
るいは献体・遺体を漬けてあるホルマリンに解剖
実習生が曝露することにより，精神症状（幻覚，
抑うつ，不安，失見当識，妄想，攻撃性など）が
解剖実習生に起きる可能性もあろう30, 31）．

献体・遺体に対する不敬は表面化しにくく，ま
た，調査方法（参与観察，面接調査，自記式質問
票調査など）による制約と結果の外挿性の問題，
さらには調査することに関する倫理性にも多くの
課題（被調査者に与える心理的ストレス，結果の
公表の是非など）があり，実態調査にはさまざま
な困難が伴うと考えられる．また先に述べたよう
に，非倫理的な行為であることが一般常識を持つ
人であれば誰にでも容易に分かるほどの不敬な言
動を医学生や医師が犯してしまうとなると，常識
的な発生予防策（たとえば解剖実習に際し，不敬
な言動を厳に慎むよう医学部教員が頻繁に注意を
促したり，誓約書を医学生に書かせ，それを何度
も朗読させるなど）に，いかほどの有効性がある
かは疑問である．すなわち，常識的に悪い言動・
不道徳な行為であることが分かることであるにも
関わらず，なぜ問題行動を起こしてしまうのかを
再検討する必要がある．

本稿でまとめたような解剖実習の持つ非日常性
とそのもたらす異常心理，医学教育文化を踏まえ
た上で，どのように発生予防策を立案し，その有
効性を担保するかはかなりの難問であろう．こう
した実態調査や発生予防策に関し，予想される
様々な困難，また実習生に与える多大な心理的ス
トレスを考えると，むしろ，解剖実習の代替方法
を模索すべきかもしれない．近年では，精巧な人
体模型32）やコンピューター・シミュレーション
技術33）を用いた系統解剖実習の代替法が開発・
実践され，その効果についての評価も行われてお
り，日本でも紹介34）されている．こうした技術
開発がさらに進むことが望まれる．
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